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研究背景 学習指導要領における観察・実験

中学校の理科の授業について，学習指導要領では以前から，

の３点が強調されてきた。

観察・実験の
重視

観察・実験の
重視

科学的に調べる能力や
態度の育成

科学的に調べる能力や
態度の育成

科学的な見方や
考え方の育成

科学的な見方や
考え方の育成

児童生徒が知的好奇心や探究心をもって，自然に親しみ，目
的意識をもった観察，実験を行うことにより，科学的に調べ
る能力や態度を育てるとともに，科学的な見方や考え方を養

うことができるようにする

児童生徒が知的好奇心や探究心をもって，自然に親しみ，目
的意識をもった観察，実験を行うことにより，科学的に調べ
る能力や態度を育てるとともに，科学的な見方や考え方を養

うことができるようにする

新学習指導要領では
上記の３点に加えて
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研究背景 理科教育を取り巻く現状

・詰め込む教育から「ゆとり」をもった教育へ。

・教育内容を厳選し削減，授業時数を縮減。

・生徒が「確かな学力」を身につけることが重要である。

・学習指導要領は「最低基準」である。

学校週５日制の完全実施学校週５日制の完全実施

確かな学力の向上のための２００２アピール

｢学びのすすめ｣

確かな学力の向上のための２００２アピール

｢学びのすすめ｣



研究背景 先行研究

佐久間（1993）

「児童・生徒の興味・関心の実態を教師は、あまりよく把握して
いない」

西川・木村（2002）

「理科実験における学習者の行動は,社会的に決定される」

「より多くの学習者が参加できる社会的な構造を作ることも有効
な手段である」

辺土名・西川（2003）

「学習者同士の関係構築にも配慮した支援をする必要がある」



研究目的

本研究では，多くの課題をかかえる理科教育の現状における

学習者に焦点をあて，以下の２点を目的とする。

理科実験に対する生徒の意識から，

現状における生徒の学びの姿について考察する

理科実験に対する生徒の意識から，

現状における生徒の学びの姿について考察する

理科実験における生徒の学びの過程から，

現状における理科実験の姿について考察する

理科実験における生徒の学びの過程から，

現状における理科実験の姿について考察する



研究方法 概要

調査対象
新潟県内の中学校 １年３組（３７名）

調査期間
２００２年１１月から１２月

２００３年 ２月から ３月

調査手続き
１．会話・行動記録

２．アンケート調査

３．参与観察



授業中，ビデオカメラとテープレコーダーを用いて，
生徒の行動・会話を記録した。

ビデオカメラ ：教室後方に固定で１台

テープレコーダー：各班に１台ずつと授業者に１台の計１０台

ビデオカメラでの映像を参考にしながら，班単位での
会話分析を行った。

研究方法 調査手続き １．会話・行動記録



研究方法 調査手続き ２．アンケート調査

毎時間終了後に左のア
ンケートを実施した。

結果を集計し，実験のね
らいの理解と課題の達成に
ついて分類を行った。

大学院生からのアンケート

２００２年１２月１８日（水）
１年３組（ ）番（ ）班

あてはまる答えに丸をつけてください。

今日の実験のねらいは，

よくわかった。 よくわからなかった。

実験を通して今日の課題が，

達成できた。 達成できなかった。

思ったことなどを自由に書いてください。

( )
ご協力ありがとうございました。

上教大大学院１年 粂田 哲

【アンケート用紙】



研究方法 調査手続き ２．アンケート調査

⇒ 「○,○」

⇒ 「○,×」

⇒ 「×,×」できなかったできなかった

できなかったできた

できたできた

達成理解



研究方法 調査手続き ３．参与観察

毎時間の理科の授業に観察者として参加した。

実験活動中は，Ｔ．Ｔ．（ティーム・ティーチング）の形態をとり，
机間指導をし，生徒からの質問に答えたり，戸惑っている生
徒に声を掛けたりした。



研究結果 概要

理科実験に対する意識について

（主にアンケート調査より）

理科実験における学びの過程について

（主に会話・行動分析より）
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実験のねらいが理解できた 実験結果から課題が達成できた

研究結果 アンケートの集計結果
学級全体を１００％とした時の○の回答率の推移学級全体を１００％とした時の○の回答率の推移

普段の実験から達成感を得ている普段の実験から達成感を得ている



研究結果 自由欄の記述
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記述の総数を１００％とした時の質問の割合の推移記述の総数を１００％とした時の質問の割合の推移



研究結果 回答集の配布

回答集の配布
アンケート自由欄に予想を越える量の質問が書かれたため，
それらの質問に対する回答集を作成した。

調査日 コメント

１２月 ４日 みんなはどのようなことをかいてくるかたのしみだった
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質問の数が増加した

回答集を作成することで，

質問の数が増加した



研究結果 回答集の配布

回答集の配布を始めたあとにあらわれた質問
・火山のようがんの上って乗ってたらとけるんですか？？

・人間がマグマに落ちると何秒で溶けてしまうのか。

・もし重力がなくなったら宇宙空間に落ちるのですか？

例えばどんな感じですか？

・無重力の状態で、においはするのでしょうか。

授業で扱われた内容と

生徒がもつ素朴概念とが

結びついた質問

授業で扱われた内容と

生徒がもつ素朴概念とが

結びついた質問



研究結果 理科の「好き／嫌い」と「得意／不得意」

７割以上が「好き」

約６割が「苦手」

36.1%

2.8%

33.3%

2.8%

25.0%

好きで得意

好きだがどちらとも言えない

好きだが苦手

どちらとも言えないが得意

嫌いで苦手



研究結果 理科の「好き／嫌い」と「得意／不得意」

調査日がテストの返却日であったため，自由欄にテストに
関する記述が多かった。

・テストがひどいと母父におこられる。

・テストの点が最悪。親に３回殺されてしまう、、、。

（亡命予定）

・テストほんとーにたいへんだった。でも、平均点をこえること
ができた。

・テスト今回はなかなか難かしかったけどまぁまぁできてました。



研究結果 理科の「好き／嫌い」と「得意／不得意」

26.7%

73.3%

得意 不得意

100%

0%

得意 不得意

テストの結果に満足な生徒テストの結果に満足な生徒 テストの結果に不満な生徒テストの結果に不満な生徒

テストのにおける自分の点数を
基準に回答している。

テストのにおける自分の点数を
基準に回答している。



研究結果 理科実験に対する意識

平素の理科の授業に達成感を観じている生徒が多い。

生徒は，自由に思ったことを記述する機会を得た場合，
授業において生じた疑問や質問を記述する。

質問に対する回答を得る機会をもち，そこで対話的なや
りとりが行われることで，質問の数が増加したり，生徒
がもつ素朴概念に関する質問がなされたりする。

生徒は，理科における「学力」をテストで点数をとる力

であると捉えている。



研究結果 概要

理科実験に対する意識について

（主にアンケート調査より）

理科実験における学びの過程について

（主に会話・行動分析より）



研究結果 回答別の生徒の学びの姿

回答別の代表的な事例

・ 「○,○」「○,×」・・・１事例

・ 「×,×」・・・・・・・・・・２事例

注目した事例

・ 回答と異なる学びの姿

・ 「×,○」という回答

・ 班の再編成に伴う学びの姿の変化



研究結果「○,○」の事例：Ｓｔ

【画鋲と剣山の力のかかり方の違いを考えている場面】

Ｓｔ：（観察者に向かって）俺が思うにですねー。

お前，俺が言うか／／ら。

Ｓｄｅ： ／／集中しるからだって。

Ｓｔ：こう，一点に力がバーンとはたらくから，刺さっちゃうから，

たくさん，えー，あると，うまく，バランスがとれて

刺さらないとか，そういうんじゃないすか？

観察者：おーおー，いいじゃないす／／か。

Ｓｔ： ／／おー，いいじゃないすか。

やっぱりやっぱり！



研究結果「○,○」の事例：Ｓｔ
【アンケート自由欄へのコメント】

調査日 コメント

１１月１９日 ノートがうまくまとめられてよかったとおもう。

やったー！Ａ［Ｓｔの氏名］

３月２０日 ２年になってもきてきてコイコイｃｏｍｅｃｏｍｅ

コイコイコイコイ



研究結果「○,○」の事例：Ｓｔ（男子生徒

実験結果から自分なりに課題を達成し，それを班員
や教師，観察者に報告する姿がよく見られる。

普段から，教師が生徒を特定せずに投げかけた質問
にも，必ず声を出して答えている。

他者に伝える機会をつくり，

他者から認められることで，

より大きな達成感を得ている

他者に伝える機会をつくり，

他者から認められることで，

より大きな達成感を得ている



研究結果「●,●」の存在

実験のねらいを理解でき，尚且つ達成できたと感じる
場合について

回答には「理解⇒○・達成⇒○」となっているが，その日の
会話・行動記録などを調べてみると，実際には実験のねらいを
理解できていないという生徒もいた。

↓

「●,●」



研究結果「●,●」の事例：Ｔｍ
【水の入ったペットボトルにはたらく重力を測定する場面】

Ｔｍ：（観察者に向かって）いやこのｍｌ測れば終わりじゃないすか。
観察者：えー，そりゃわかりませんよ。
Ｔｍ：何でですか？えーだって１Ｎで１００ｇじゃないの？

（中略）
観察者：じゃあ，Ｎって何の単位だったでしょう？
Ｔｍ：人の名前ー。

（中略）
観察者：そう，重さの単位。だから，１００ｇで１Ｎてのは，

約であって，１００ｇの物体にかかっている重力が約１Ｎて
ことだから，そのままねー，ｇとＮ直せないんだよ。

（中略）
Ｔｍ：それじゃ，正確に１Ｎは何点何々々・・・・ｇかってのを。
観察者：だからね，Ｎ＝何ｇじゃないんだって。
Ｔｍ：そりゃわかりました。
じゃあ，そのニュートンて人の体重の重さってことで。



研究結果「●,●」の事例：Ｔｍ

【アンケート自由欄へのコメント】

調査日 コメント

１１月１６日 どこをどうやって見たらプレートが動いてるなんて

分かるのかおしえていただきたいものだがね・・・。



研究結果「●,●」の事例：Ｔｍ

Ｔｍはアンケートに毎回「○,○」と回答している。

普段の授業においても，授業者や班員の誤字や言葉
の間違いをよく指摘している場面が見られる。

自分の考えに対する強い自信が

誤解を深めることへつながってしまい，

他者の意見を取り入れられない

自分の考えに対する強い自信が

誤解を深めることへつながってしまい，

他者の意見を取り入れられない



研究結果「○,×」の事例：Ｓｍ

【隣の席の生徒が何かを落とした場面】

Ｕｋ：ねぇ，これ拾ってくんない？

Ｓｍ：（無言）

Ｕｋ：無視されたし。ねぇー。

Ｋａ：やっぱ会話続かないね。

Ｕｋ：ねー。だってこいつの真下に落ちたっちゅうねん。

Ｓｍ：（無言）

Ｕｋ：先生，会話続きません。



研究結果「○,×」の事例：Ｓｍ

【アンケート自由欄へのコメント】

調査日 コメント

１２月 ２日 火山とは，どこにどのようにしてふんかをよちできるか。

１２月 ４日 自然からの力は，どのようにできるんですか。

大陸プレートが動くには，どのような力がかかり

動くんですか。

１２月 ５日 Ｎとは，ニュートンという人が作ったんですか？

他にも記号どん位ありますか

１２月１１日 なぜ台車は重いのに０Ｎになるんですか



研究結果「○,×」の事例：Ｓｍ

Ｓｍは，他の班員とのコミュニケーションがうまく
いっていないせいか，実験操作等を殆どしていない。

アンケート用紙の自由欄には毎回その時間の内容に
関連した質問を書いており，ねらいの理解はできて
いるようである。

実験に参加していないため

実験のねらいが理解できても

それを達成することができない

実験に参加していないため

実験のねらいが理解できても

それを達成することができない



研究結果「×,×」の事例：Ｕｋ
【台車を水平に引いた時の力の大きさを測定している場面】

Ｕｋ：はぁ。全然駄目だ。

Ｔｍ：うそ。

Ｕｋ：このさ××／／××。

Ｔｍ： ／／馬鹿かお前。

［Ｔｍが代わりに測定する］

Ｔｍ：０．２で。

Ｔｍ：やっぱ０．２２５か／／な。

Ｕｋ： ／／０．２５くらいじゃない？

Ｔｍ：お前，あんさ，０．２，０っ．２２５ぐらい。

Ｕｋ：じゃあ０．２。

Ｔｍ：書こ。

Ｔｍ：ふっふっ。

Ｕｋ：そこじゃないんじゃない？

Ｕｋ：わかんないから。



研究結果「×,×」の事例：Ｕｋ（女子生徒）

【アンケート自由欄へのコメント】

調査日 コメント

１２月１３日 ×

１２月１７日 力はややこしいからきらい

１２月１８日 うーんむづかしー。



研究結果「×,×」の事例：Ｕｋ（女子生徒）

力の単元の３時間目に初めて「××」と回答し，その
後は全て「××」であった。

その３時間目の自由欄にはタワシの絵。次の４時間目

には自由欄いっぱいに大きく×が書かれていた。



研究結果「×,×」の事例：Ｕｋ（女子生徒）

力の単元の３時間目に初めて「×,×」と回答し，そ
の後は全て「×,×」であった。

その３時間目の自由欄にはタワシの絵。次の４時間目

には自由欄いっぱいに大きく×が書かれていた。

力の単元に苦手意識を

もってしまっていると考えられる

力の単元に苦手意識を

もってしまっていると考えられる



研究結果「×,×」の事例：Ｗ（女子生徒）

【アンケート自由欄へのコメント】

調査日 コメント

１１月１９日 地震がよくわからない！化石なら，集中できるのに・・・

１１月２０日 今日はとくにナシ！！

１１月２１日 地震の学習は思ったよりムズカシー



研究結果「×,×」の事例：Ｗ（女子生徒）

Ｗは，化石に対してとても興味をもっている。

１１月２０日の授業終了後には，自分で見つけてき
た植物化石を教師に見せ，「これは何ていう植物の
化石？」と目を輝かせていた。

化石以外に特に興味をもてず，

それらを軽視してしまっている

のではないかと考えられる

化石以外に特に興味をもてず，

それらを軽視してしまっている

のではないかと考えられる



研究結果 「×,○」の存在

実験のねらいを理解できなかったが，達成するこ
とはできたと感じる場合

この場合，実験操作そのものを目的と考えたために，
「実験のねらいは理解できなかったが，実験操作自体は
しっかりできた」という意味から，「理解⇒×・達成
⇒○」と回答したものと考えられる。



研究結果 班の再編成に伴う学びの姿の変化

「○,×」と回答したＳｍについて

Ｓｍは班員とのコミュニケーションがうまくとれないことが

学びを成り立たせる上での障害となっていた。

班員とのコミュニケーションが
円滑になったことで 実験
に参加できるようになり，
「○,○」という回答が増加した。

班員とのコミュニケーションが
円滑になったことで 実験
に参加できるようになり，
「○,○」という回答が増加した。



研究結果 後半のＳｍ

【水に溶かすものを用意している場面】

Ｃｈ：くんせい糖。

Ｓｍ：何？これは何？

Ｃｈ：こんせい糖。

Ｓｍ：何これ？

Ｃｈ：食べると苦しみ出す。

Ｓｍ：嘘ー，食べれば？ないか。

Ｃｈ：っふふふ。食べないよ，まずい。

Ｓｍ：砂糖じゃん。

Ｃｈ：そう×××



研究結果 班の再編成に伴う学びの姿の変化

Ｈｎ（男子生徒）とＨｓ（男子生徒）について

前半の調査の際，ＨｎとＨｓはそれぞれ別の班に所属し，
それぞれの班において実験活動を行っていた。

２人が同じ班になることで，
からかい合うなど，前半と比べて，
実験と無関係な行動が増加した。

２人が同じ班になることで，
からかい合うなど，前半と比べて，
実験と無関係な行動が増加した。



研究結果 前半のＨｎ
【圧力を測定する実験の準備をしている場面】

Ｋｇ：７センチ四方とかって，これ？

Ｈｎ：ああ，あ／／あ。

Ｋｇ： ／／やって。

Ｈｎ：できません，僕。僕技術は苦手です。

Ｋｇ：×××。

Ｈｎ：まじ×××，７センチ７センチで切った？

Ｋｇ：７センチ７センチ５センチ５センチ３センチ３センチ。

Ｈｎ：あーっ／／と。

Ｃｈ： ／／できないんだよ。

Ｈｎ：ああ，やっぱりか。俺できないんだよ，能力で。

Ｃｈ：ただそれ７センチ７センチ入んないだけ×××。

Ｈｎ：たしかに。先生6.5センチしかありません。



研究結果 前半のＨｓ
【水の入ったペットボトルにはたらく重力を測定する場面】

Ｓｓ：よし，これでどうだ。

Ｔｍ：あれ，Ｓｓはまったん？

Ｓｓ：普通にはまるよ。

Ｔｍ：嘘ぉー。

Ｔａ：あれネジが，黒いネジあるか／／？

Ｓｓ： ／／黒いネジ回すん？

Ｈｓ：ターラン。

Ｕｄ：ふふふ。

Ｓｓ：やーべ何か湿ってるこれ。

Ｕｄ：湿ったいね。

Ｓｓ：早くやろうぜー。

Ｈｓ：あいよ。



研究結果 後半のＨｎ・Ｈｓ
【水に溶かすものを用意している場面】

Ｈｓ：じゃあ，ちょっと手出して。

Ｕｋ：何かなる？

Ｈｓ：なるっていうかね，この×／／××。

Ｈｎ： ／／うわぁ，やらしー。

Ｈｓ：ふふふ。

Ｈｎ：痴漢じゃねえ？痴漢。

Ｈｓ：そんな明るいとこ／／で。

Ｕｋ： ／／ちーがーうー。

（中略）

Ｈｓ：録音／／。

Ｕｋ： ／／録音。

Ｈｎ：あ，やべえ，忘んてた。してあんじゃん／／。

Ｕｋ： ／／してあんじゃん。

Ｈｓ：だから録音に入るよって言って／／んじゃん。

（中略）

Ｈｎ： ／／よーし，やろ。



研究結果 理科実験における学びの過程

班単位で行われる実験において，班員とのコミュニケーションは学
びを成り立たせる上で重要な要因である。

「実験のねらいを理解する」という段階は個人個人の学びと言える
が，「実験で得られた結果をねらいへ還元する」という段階は他者と
ともにつくりあげる学びである。

理科の各単元で取り扱われている内容はさまざまな領域に広がっ
ており，理科嫌いと言われているような生徒でも興味をもてる単元に
出会う可能性が大いにある。



結論

本研究において，以下のことが明らかになった。

（１）生徒は，対話的なやりとりの中で，「自ら考
える力」を養うことができる。しかし，「学力」
については，従来どおりの知識の量であると捉え
ている傾向がある。

（２）理科実験は，班員との意思疎通を基盤とした，
他者とともにつくりあげる学びである。



今後の課題

理科実験における「実験のねらいの理解」「実験
結果のねらいへの還元」の各段階における生徒の
学びの姿に焦点をあて，それぞれの段階で生徒が
つまづく要因について，生徒相互のコミュニケー
ションに着目し，より多くの事例を分析すること
で明らかにする。


